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(3)一酸化炭素加圧下、光と Pd 触媒を組合せた反応条件を用いることにより、 4-アルケニルヨージドとアルコール
から環状ケトエステルを合成することに成功しているo この反応はラジカル種と金属種が同一反応系でともに相補
的に機能する新しいカルボニル化反応である O このハイブリッド型反応はカルボニル化、環化、カルボニル化から
なる多段階過程が連続的に進行するという際だった特徴を有している。
(4)上記(3)の反応でアルコールの代わりにアミンを用いると、一酸化炭素が一挙に三分子取り込まれたジケトアミド
が得られるという興味深い知見を見出している。
(5)ラジカル/金属ハイブリッド型反応は多段階反応であるが、カルボニル化と環化の過程は、ラジカル機構で進行
していることを生成物の立体化学の考察から明らかにしている。
以上のように、本論文は、ハイブリッド型のカルボニル化反応が合成化学的に有用であり、新しいカルボニル化法
の開発における有用な手段であることを述べている o よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
? ?
